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平成 17 年 10 月 26 日 

 

 

バッタンボン州計画局統計課におけるヒアリング（メモ） 

 

１．ヒアリングの相手方 

Mr. Tiev Choulong, Director of Planning Department, Battambang 

Mr. Hy Srosh, Deputy Director of Planning Department, Battambang 

Mr. Ith Chhoung Y, Deputy Director of Planning Department (for statistics),  

  Battambang 

H.E. Mr. San Sy Than, Director-General, NIS  

Mr. Mich Kanthul, Deputy Director, NIS  

 

２．ヒアリングの日時 

平成 17 年 10 月 24 日 午前 9 時～ 

 

３．聴取事項 

バッタンボン州計画局は、バッタンボン州政府の内局の１つである。バッタンボン州計

画局統計課は同計画局（職員 24名）にある５つの課の１つである。また、郡計画事務所（13

か所）の職員 33 名を含めると、バッタンボン州の計画省職員数は合計 57名である。 

 バッタンボン州は、首都プノンペンから約 290km 北西に位置しており、タイ国境に接し

ている。 

 

（１）州計画局統計課の職員数 

州計画局内に統計専属の職員が 6 名配置されており、また郡計画事務所（13 か所）

があるが、このうち、いくつかの事務所では、統計職員が引退したため、現在は統計職

員がいない。統計職員のいる事務所には各 1～4 名の（必ずしも統計専属ではない）統

計担当職員が配置されている。 

 なお、統計職員のほか、バッタンボン州計画局の、ほぼ全員（57名）が 1998 年人口

センサスの経験がある。 

 

（２）州計画局の人事・採用 

州計画局の職員は、基本的には地元採用の者である。 

 

（３）州計画局職員の教育レベル 

大卒の職員は 5 名（うち統計職員は 1 名）、高卒者は 7 名（うち統計職員は 2 名）で

ある。 

 

（４）州計画局職員の研修歴 

統計職員のうち 1人が、ＮＩＳでの全体的な統計研修（General Course）を受けてい

る。 
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（５）州計画局のＰＣ配置数 

州計画局には中古のＰＣが 7台配置されている。そのうち、1台が電話回線に接続さ

れている。E-mail アドレスは、州計画局長のみが持っている（SEILA Programによるも

の）。 

また、利用しているＰＣのＯＳは、WindowsXPまたは Windows2000 である。 

なお、既存のパソコンの保守、サービスは、バッタンボンで行っている。 

 

（６）郡(District)計画事務所のＰＣ配置数 

州内に 13 ある郡計画事務所のうち 6 か所に、ＮＩＳからＰＣが１台ずつ配置されて

いる。また、残りのうち 7か所は、電源がないため配置されていない。 

 

（７）州計画局統計課の主な統計業務 

①ＮＩＳから指示される調査の実施（Socio-Economic Survey, Population Listing） 

②郡 Profile 及び Commune Profile の作成 

③Commune 及び Village のデータ収集 

④ＣＰＩのデータ収集 

 

（８）州計画局統計課の主な統計刊行物（州独自のもの） 

①郡（District） Profile 

②Commune Profile 

 

（９）州計画局統計課職員のＰＣ利用度 

州計画局職員のうち７名がパソコンを利用可能である。 

 

（10）行政区域の境界線の変更状況（1998 年人口センサス以降） 

①州(Province)の境界線の変更はない。 

②郡(District)の数に変更はなく、郡の境界線の変更はない。 

③Commune の数は 96 で、その境界に変更はない。 

④Village の数は約 600 から 741に増加した。この増加に伴い、Village の境界は複雑に

変更され、また名称のみが変更されたところもある。2008年人口センサスでは、新た

な調査区地図が必要である。 

 

SEILA Program によるバッタンボンの地図があるが、縮尺は不明。 

Village の境界変更は、主に人口流入による人口増加のために行われた。 

バッタンボンの人口は、1998 年人口センサス以降、80万人から 95万人に増加した。 

 

（11）州計画局と郡計画事務所の業務連絡方法 

 携帯電話、電話、バイク、自転車、ボート等を通じて、業務連絡が行われている。 

中央への調査票等の搬送は、自動車で行われている。 

 

（12）小地域統計に対するニーズ 

小地域の統計については、州政府、ＮＧＯ、民間企業、日本企業等からの需要がある。 

 

（13）研修の必要性 

基礎統計、統計分析、パソコン、ＧＤＰ等の研修が必要である。 
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４．バッタンボン州計画局における問題点 

 

バッタンボン州計画局長の言では、本計画局には以下の問題点がある。 

（１）同計画局の建物は、民間借家を借り上げたものであり、大変狭い。 

（２）職員に対する統計研修が不足している。 

（３）職員のＩＴに関する知識が不足している。 

（４）フィールドへ行くための交通手段がないため、車両、バイクが不足している。 

 


